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研
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題 伝わる わたし   広がる いのち（1年次） 
 研 
 究 
 の 
 概 
 要 

１：研究主題設定の理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
近年，子供達を取り巻く社会は大きく変容している。欲しいものは比較的簡単に手に入り，子供をタ

ーゲットにした製品があふれている。遊び方も外で集団で遊ぶよりも，家庭で個々に遊ぶ状態が増えて

いる。その中で，社会体験の不足，希薄な友達つきあい，大人も含めた道徳的意識・行動の欠如などか

らいじめや不登校の問題等が生じてきており，豊かな人間性をはぐくむ活動の重要性が指摘されている。 
  一方昨年行われた市内中学生へのアンケート結果から，性に関する正しい理解や判断が十分ではない
という傾向が見られた。このことからも自分や相手を尊重した適切な意志決定や判断ができる，的確な

行動ができる力を育てる必要があると考えられる。そして，自他の命を大切にし，よりよく生きるため

の知識・判断・行動ができる力を育む授業が求められる。そのためにも，自分の心や体，人との関わり

方，家庭や社会の中での生き方について学び，性教育，人間教育を包含した「いのちの学習」へ取り組

むことが今求められている。 
本校の生徒の実態は，全体としてとらえると，素直で純朴で心優しく，体を動かし働くのが好きな生

徒たちである。教師の話にも比較的素直に耳を傾けて聴くことができる生徒が多い。しかし，人前での

発表の力や，良好な友達関係作りや，壊れかけた友達関係の修復の力は今一歩のところにある。このよ

うな子供達の現状をふまえ，私達は，子供達が将来幸せな人生を歩むため，自分の考えや意見を表現し

て伝えることができ，相手を思いやり，正しい判断や行動ができる生徒を育てたいと考える。 
「いのち」についての学習は，本校の学校教育目標の大切な一つであり，「私が伝わる」ことは，すべ

ての学校教育目標の具現化に寄与する活動である。そこで本校では，「伝わる わたし  広がる いのち」
を研究主題とすることにした。 
 
２：研究の目標 
①研究対象の焦点化 
研究主題設定の理由に述べた通り，私達は「広がる いのち」を極めて広く捉えている。そのため，本
校では「広がる いのち」の対象を，生徒の実態を踏まえて，主として下のように焦点化して実践するこ
ととする。 

 
本校の「広がる いのち」の対象（主なもの） 

 ・命の大切さ，かけがえのない命など，生命の尊重に関わる分野 
・ 人権，福祉など人間尊重に関わる分野 
・ 性の理解に関わる分野 
・ 起業家精神の育成に関わる分野 
等 
 

 
伝わる わたし 

広がる いのち 

生徒の持つ何らかの情報が他に伝わること 

生命の尊重・判断力・表現力・行動力・人権・

思いやり・よりよく生きる・男女の協力・性の

理解・起業家精神・福祉の心・自己実現・エチ

ケット等 



②研究の目標 
  「わたしが伝わる」場面，「いのちを広げる」場面を授業と諸教育活動全般に渡って企画実践するこ
とにより，「自信を持って自己表現ができ，自他の命をかけがえのない大切なものと感じ取れる生徒の

育成」を研究の目標とする。 
 
３：研究の仮説 
①「わたしが伝わる場面」を工夫することにより，発表力や表現力が養われるであろう。 
工夫の主な観点 
・ 発表，発言の機会を数多く。やってみることが次への意欲と自信につながる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「広がる いのち」に関わる活動を工夫して実践していくことにより，命を大切にする意識が高まり，
自他の命をかけがえのないものと意識して行動できる生徒に育つであろう。 
 
４：研究の内容と方法 
（１）必修教科       各教科の「いのち」に関わる内容を重点事項とし実践   
（２）選択教科       発展学習として「いのち」関連資料の活用，表現活動 
（３）道徳           ４項目より「いのち」関連の小項目を抽出し重点指導 
（４）学級活動      「性教育」，「進路指導」を通して「いのち」の学習 
（５）生徒会活動     集団生活の向上を通しての「いのち」の学習 
（６）学校行事       生徒の文化・体育活動を通して「いのち」の学習 
（７）総合的な学習  「いのち」の講話学習 
                     企業家教育を実践 
                     福祉体験活動を実践 
 

 

研
究
の
計
画 

 ４月        組織作り  研究主題・目標・仮説の設定 
５月，６月  研修会 
７月        校内授業研究会（7日）  道徳 田中将之教諭   
８月，９月  指導計画の検討・作成，研修会 
１０月      校内授業研究会（実施日未定） 学級活動 松田剛教諭 
１１月      事務所訪問 
１２月      １年次の総括 
１月        ２年次への課題追究 
２月，３月  ２年次プレ公開の協議 

 

意欲と自信を大きく育てるサイクル図 
①発表，発言の体験 ②級友，教師，地域

の称賛，励まし 

③やって良かったという

成就感，この次はこうした

いという意欲 

④今回できたと

いう小さな自信，

失敗から学んだ

工夫しようとす

る気持ち 

みんなが受け止めて 
くれる安心感 


